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　 問答之上 問答之中 問答之下 散　　語 家庭常語 応酬須知 合計
可　能　動　詞 4 3 6 10 1 　 24
（ラ）レルを
用いる形式
五段活用 　 6 10 9 2 　 27
五段以外 　 6 9 1 　 　 16
デキルを
用いる形式
コト（ガ） 　 14 10 15 3 3 45
名詞など 3 3 1 3 　 　 10
エルを
用いる形式
～エル 　 　 3 4 　 　 7
～エラレル 　 　 2 3 　 　 5
動詞連用形＋キル 　 　 　 6 　 　 6
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　　不是必得拿著刀去害人，纔說殺，就拿一個壞法子去治理人，也是和拿刀去殺人是一樣的。天下
惡乎定，定于一，孰能一之，不嗜殺人者能一之 散語第十一　77　
（43）私は咄さないのではない、私は咄し得られないのである
　　　我不是不說，我是說不上來 散語第二　23　
・古い表現
　　用例（44）の「なき」、（45）の「ぬ」、（46）の「らるヽ」が見られる。（二重下線の部分）
（44）彼の先生が言ふのに天下に最も愛すべきは能く獨立し得る人で最も厭ふべきは向上の希望な
き人だと
　　　他的先生說，天下最可愛的是能自立的人，最可恨的是不要強的人 問答之下　64　
（45）彼の咄し得られぬ話はない
　　　沒他說不上來的話 散語第二　16　
（46）彼は今鬼を征伐に行きたがるからには、また或は打ち得らるゝかも知れない
　　　他現在既然要打鬼去，也許是打得了的 問答之下　74　
5.5.2　動詞連用形＋エラレル
　動詞連用形＋エラレル形式は、（43）、（45）～（48）の5例がある。（43）、（45）と（46）を以下
に再掲する。これらの用例の中国語文をみると、事態の可能・不可能は、可能補語6によって表現
されている。それぞれ中国語の可能補語を括弧をつけて示す。
（43）私は咄さないのではない、私は咄し得られないのである　（再掲）
　　　我不是不說，我是說不（上來） 散語第二　23　
（45）彼の咄し得られぬ話はない　（再掲）
　　　沒他說不（上來）的話 散語第二　16　
（46）彼は今鬼を征伐に行きたがるからには、また或は打ち得らるゝかも知れない　（再掲）
　　　他現在既然要打鬼去，也許是打得（了）的 問答之下　74　
（47）君がお聴になつて彼の咄す話は學修し得られませうか。
　　　你聽他說的話可以學得（出來）學不（出來） 問答之下　23　
（48）大抵皆咄し得られます
　　　差不多都說（上來）了 散語第二　20　
　張（1998）は、「可能表現の中には結果の状態の側面からある事態の実現を問題として取り上げ
る形で可能・不可能の意味を表す一類の可能表現が存在している」として、「結果可能表現」と命
6　張（1998）では、「中国語の可能表現は基本的に二つの形式があるとされている。一つは「能」・「会」・「可以」
のような助動詞を用いる形式であり、今一つは動詞と補語成分との間に「得」または「不」を挿入する形式（例
えば、“買得”→“買得到”・“買不到”、“買来”→“買得来”・“買不来”）である」と述べている。
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名した。次のように述べている。以下のVは動詞を表し、Cは補語成分を意味する。
　　中国語においては、結果可能表現を担う表現形式はほかならず可能補語である。可能補語は否
定の形式（「V不C」「V不了」「V不得」）で使われることが極めて多いが、肯定の形式（「V得C」
「V得了」「V得」）や反復の形式（「V得CV不C」「V得了V不了」「V得V不得」）で使われる
場合でも、結果の状態に焦点が当てられている点において共通点のあることは言うまでもない。
　張（1998）は可能補語で言い表す可能・不可能の意味的特徴を説明するため用いる用例の一つを
挙げておく。
　　・縮手縮脚办不成大事
　　（びくびくしていては、大きなことはできない）
　　「たとえ“办大事（大きなことをする）”という動作をしようとしても、成功することができない」
という意味を表している。
　　・縮手縮脚不能办大事
　　（同上）
　　「“縮手縮脚（びくびく）”していては、“办大事”の条件が具備されない」ということを表し
ている。
　張（1998）の観点で解釈すると、中国語文（43）のような否定の場合は、「私は話しようとしても、
話し出すことができない」とのニュアンスがある。（48）のような肯定の場合は、「話せる」が強調
されている。中国語の可能補語は動作の結果を中心的に表現する役割を担っている。
　大橋は、このような結果を重視する中国語可能表現文のニュアンスを訳すために、動詞連用形＋
エル形式をさらに「エル」を助動詞「ラレル」をつけて表現したかもしれない。二重可能表現形式
を使用し、事態の可能・不可能を強調しようとしたのではないかと考えられる7。
5.6　動詞連用形＋キル
　大橋訳の「～キル」で表す意味は、動作を実行するが、最後まで実現できない。または、望まし
い程度に達成できないと考える。この形式も動詞連用形＋エラレルと同じように対応する中国語可
能表現は、可能補語によるものである。以下その可能補語を括弧をつけて示す。
・動作の完遂を言い表すもの　
（49）この位の事がまだやり切れないのか
　　　這麼點兒事，還辦不（了）麼 散語第三38　
（50）やり切れぬ事を彼は無理に仕やうとする
　　　辦不（動）的事情，他偏要辦 散語第三50　
7　岡山方言では、可能動詞「書ケル」に「レル」をつけて「書ケレル」と言う。このような言い方は中・四国
地方に広がっているので、そうしたものの影響もあるかもしれない。
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（51）彼の仕事はやれ切れなくなつて打ち止めました
　　　他的事情辦不（下去）了，擱起來了 散語第三54　
（52）君の此才能に依頼せば必ず使ひきれない銭と云ふことを僕は保証する
　　　憑你這個才幹，我管保準是用不（盡）的錢 問答之下　70　
　（50）の「彼は無理に仕やうとする」のところを見ると、そのことはできないわけではなく、最
後までし遂げられないという意味であると思われる。そして、（49）の「まだ」、（51）の「打ち止
めました」も、動作自体は出来るが、しかし途中までできて、最後までは実現していないことが窺
える。（52）の「使ひきれない銭」もこのように、「途中―最後」の解釈ができて、「使いつくせな
いほどのお金」という意味だと思われる。つまりこれらの用例は、完遂する能力に注目していると
考えられる。
　中では、（51）「やれ切れなくなつて」は動詞「ヤル」を可能動詞「ヤレル」にしてさらに「キル」
の可能動詞形「キレル」と複合させたものである。この二重可能形式はすでに述べた動詞連用形＋
エラレルと同じように、中国語可能補語の結果重視のニュアンスを訳すためであるのではないかと
考える。
・望ましい程度の達成を言い表すもの
（53）私全く我慢し切れない
　　　我所扎掙不（住）了 散語第五70　
　用例の（53）では「全く」は「我慢」の程度を修飾し、「我慢しきれない」というのは、望まし
い程度まで我慢できないという意味だと思われる。
・動作の完遂と能否どちらにも解釈できるもの
（54）あの家は私大層氣には入つたが、唯家賃が餘りに高いので私借りきれない
　　　那個房子我倒很中意，就是房租太大，我租不起 散語第六32　
　用例（54）は、「部屋を借りる期間」と解釈する場合、「借りるのは借りることができるが、借り
続けることができない」の意味になる。「借りきれない」は動作の完遂を言い表す。
　もう一つは、部屋に対して、「家賃が高いので、借りることができない」という意味解釈である。
この場合、動作「借りる」は最初から実現できないと思われる。動作の能否を言い表す表現である。
岡野（1988）では、山口方言には、「キル」が使われるとの指摘がある。「この「～キル」、「～キラ
ン」は対岸の九州北部域から山口県下の長門域に伝播したのであるが、新来の表現法はまず不可能
表現の方に受容されたのである。……「キル」、「キラン」のおもな使用域は、下関市と豊浦郡であ
る」と述べている。大橋末彦は、山口で生活したことがある。大橋は動作の可能・不可能の意味で
「借りきれない」を使ったとしたら、方言の影響があるかもしれない。
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6.まとめと今後の課題
　分析した結果をまとめると、以下の図で示すことができる。まず、古い文体に用いられるのはエ
ルを用いる形式のみである。可能形式を二つ重ねて可能・不可能を表現するか否かで、二重可能形
式の動詞連用形＋エラレルと非二重可能形式の動詞連用形＋エルがある。
　そして、エルを用いる形式以外の可能表現形式は通常のものに分類できる。さらに完遂の意味を
含意する形式とそうでない形式に分類すると、動詞連用形＋キルは前者に属する。残りの形式にお
いて、コト（ガ）デキルは文を長くすることで、可能・不可能を迂言的に表現できるのに対して、
可能動詞と（ラ）レル形は直接的に可能・不可能を表現する。可能動詞で表す可能・不可能の事態
が恒常的なものが多く、五段活用の動詞未然形＋（ラ）レルで表す可能・不可能の事態が一時的な
ものが多いという点で区別される。動詞連用形＋エラレルと動詞連用形＋キルについては、方言に
影響される可能性はあると思われる。
　各形式は可能・不可能を表現するが、（ラ）レルを用いる形式は尊敬の意味を含んで表現できる。
コト（ガ）デキルは分析的に説明できるほか、迂言的に聞き手の許可を求めることができる。動詞
連用形＋キルは動作の完遂を言い表し、動詞連用形＋エラレルは可能・不可能を強調して表現する。
このような特徴的な意味を後ろの括弧内に示すことにする。
　今後、近代の可能表現の実態を把握したうえで、明治・大正期における中国語教科書を日本語資
料として、研究を進めていきたい。　
大橋訳の可能表現
通常
古い文体
完遂的意味なし
完遂的意味あり　キル（完遂）
直接的
迂言的　コト（ガ）デキル　（説明的／迂言的）
恒常的　可能動詞
一時的　（ラ）レル形（尊敬）
方言の影響の可能性
二重可能　動詞連用形＋エラレル（強調）
非二重可能　動詞連用形＋エル
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